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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用情勢の改善や個人消費に持ち直しの兆しが見られるな

ど、緩やかな回復基調が続いております。また、海外経済では、米国の景気回復は続いているものの、欧州では力

強さを欠く展開となり、アジア地域などの新興国でも伸び悩みの傾向が見られました。 

 このような状況のもと、当社グループにおきましては、引き続き積極的な販売活動を推進するとともに、新たな

製品開発においては、開発期間の短縮と開発品質向上にも精力的に取り組んでまいりました。また、新たな生産拠

点を中心に生産能力の増強や再整備にも取り組み、製品・事業の採算性向上に努めて参りました。 

 以上の結果、売上高は4,944百万円（前年同期比10.4％増加）となったものの、新製品にかかる開発費の先行支

出などもあり営業利益は7百万円（前年同期比82.1%減少）となり、経常損益においても、為替差損27百万円の計上

の影響により、経常損失18百万円（前年同期は、経常利益160百万円）となりました。

 また、連結子会社における一部事業整理に伴う特別損失157百万円を新たに計上したことから、親会社株主に帰

属する当期純損失は179百万円（前年同期は、親会社株主に帰属する四半期純利益56百万円）となりました。

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

 （事務機器）

 当部門は、複写機周辺機器の受注が増加したこと等により、売上高は1,905百万円（前年同期比6.8％増加）

となったものの、4百万円のセグメント損失（前年同期はセグメント利益77百万円）となりました。

 （光学電子情報機器）

 当部門は、新型のカラーメータの販売が増加したこと等により、売上高は1,575百万円（前年同期比19.2％

増加）となったものの、セグメント利益は80百万円（前年同期比10.2％減少）となりました。

 （電装機材）

 当部門は、医療用カメラ組立の受注が増加したこと等により、売上高は1,358百万円（前年同期比7.3％増

加）となり、セグメント利益は49百万円（前年同期比19.0％増加）となりました。

 （不動産賃貸）

 当部門は、旧本社用地に建設した商業施設及び一部遊休不動産等の賃貸により、売上高は104百万円（前年

同期比0.3％減少）となり、セグメント利益は92百万円（前年同期比11.2％減少）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

 流動資産は、前連結会計年度末に比べ2.2％減少し、6,304百万円となりました。これは主として現金及び預金が

増加したものの、原材料及び貯蔵品等の棚卸資産が減少したためです。

 固定資産は、前連結会計年度末に比べ2.3％減少し、2,962百万円となりました。これは主として投資有価証券が

増加したものの、その他の投資等が減少したためです。

 この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて2.3％減少し、9,267百万円となりました。

（負債）

 流動負債は、前連結会計年度末に比べ5.9％増加し、3,042百万円となりました。これは主として未払法人税等が

減少したものの、支払手形及び買掛金が増加したためです。

 固定負債は、前連結会計年度末に比べ14.2％減少し、954百万円となりました。これは主として長期借入金が減

少したためです。

 この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて0.3％増加し、3,997百万円となりました。

（純資産）

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べて4.1％減少し、5,269百万円となりました。なお、自己資本比率は、前

連結会計年度末の58.0％から56.9％になりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年3月期の連結業績予想につきましては、本日公表いたしました「営業外費用（為替差損）の計上および

業績予想値と実績値との差異並びに通期連結業績予想値の修正に関するお知らせ」のとおり、売上高、営業利

益、経常利益、および親会社株主に帰属する当期純利益ともに、平成27年5月20日に公表いたしました業績予想を

変更することといたしました。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

   会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準 第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基

準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分

離等会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する

当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用

として計上する方法に変更しております。また、第1四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につい

ては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四

半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第2四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－2項（4）、連結会計基準第44－5項（4）及び

事業分離等会計基準第57－4項（4）に定める経過的な取扱いに従っており、第1四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。

 

   追加情報

    （連結納税制度の適用）

     当社及び国内連結子会社は、第1四半期連結会計期間より、連結納税制度を適用しています。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,832 2,077 

受取手形及び売掛金 2,224 2,235 

商品及び製品 322 308 

仕掛品 422 306 

原材料及び貯蔵品 1,315 1,053 

繰延税金資産 69 88 

その他 260 235 

貸倒引当金 △0 △0 

流動資産合計 6,447 6,304 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 714 709 

機械装置及び運搬具（純額） 91 72 

土地 710 710 

その他（純額） 115 92 

有形固定資産合計 1,631 1,585 

無形固定資産 62 56 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,167 1,219 

長期貸付金 2 2 

繰延税金資産 12 12 

その他 181 110 

貸倒引当金 △24 △24 

投資その他の資産合計 1,339 1,320 

固定資産合計 3,033 2,962 

資産合計 9,480 9,267 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,255 1,428 

短期借入金 1,010 1,070 

1年内返済予定の長期借入金 204 204 

未払法人税等 61 15 

未払費用 81 74 

賞与引当金 30 22 

その他 229 227 

流動負債合計 2,873 3,042 

固定負債    

長期借入金 470 368 

長期預り保証金 173 163 

繰延税金負債 165 141 

役員退職慰労引当金 9 － 

退職給付に係る負債 252 238 

その他 39 42 

固定負債合計 1,111 954 

負債合計 3,985 3,997 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,609 1,609 

資本剰余金 1,865 1,865 

利益剰余金 1,796 1,616 

自己株式 △234 △234 

株主資本合計 5,036 4,857 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 500 440 

為替換算調整勘定 3 11 

退職給付に係る調整累計額 △45 △38 

その他の包括利益累計額合計 458 412 

純資産合計 5,495 5,269 

負債純資産合計 9,480 9,267 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 4,477 4,944 

売上原価 3,697 4,181 

売上総利益 779 762 

販売費及び一般管理費 738 755 

営業利益 41 7 

営業外収益    

受取配当金 4 7 

為替差益 156 － 

その他 3 5 

営業外収益合計 165 12 

営業外費用    

支払利息 8 8 

開業費 34 － 

為替差損 － 27 

その他 2 2 

営業外費用合計 46 38 

経常利益又は経常損失（△） 160 △18 

特別利益    

固定資産売却益 0 － 

投資有価証券売却益 13 3 

補助金収入 9 － 

特別利益合計 23 3 

特別損失    

工場移転損失引当金繰入額 32 － 

工場移転損失 － 18 

事業整理損失 － 157 

その他 0 0 

特別損失合計 32 176 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
152 △192 

法人税等 42 △12 

過年度法人税等 53 － 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 56 △179 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
56 △179 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 56 △179 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 168 △60 

為替換算調整勘定 15 7 

退職給付に係る調整額 5 6 

その他の包括利益合計 189 △45 

四半期包括利益 246 △225 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 246 △225 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

 【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）1 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）2 

  事務機器 
光学電子 
情報機器 

電装機材 不動産賃貸 計 

売上高              

外部顧客への売上高 1,783 1,321 1,266 105 4,477 － 4,477 

セグメント間の内部売上
高又は振替高 

－ － － 13 13 △13 － 

計 1,783 1,321 1,266 118 4,490 △13 4,477 

セグメント利益又はセグメ

ント損失（△） 
77 89 41 104 313 △271 41 

 （注）１.セグメント利益又はセグメント損失の調整額△271百万円は、各報告セグメントに配分していない全社

費用△264百万円、セグメント間取引消去△7百万円であります。全社費用は、報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

    ２.セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）1 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）2 

  事務機器 
光学電子 
情報機器 

電装機材 不動産賃貸 計 

売上高              

外部顧客への売上高 1,905 1,575 1,358 104 4,944 - 4,944 

セグメント間の内部売上
高又は振替高 

- - - 13 13 △13  

計 1,905 1,575 1,358 118 4,957 △13 4,944 

セグメント利益又はセグメ

ント損失（△） 
△4 80 49 92 217 △210 7 

 （注）１.セグメント利益又はセグメント損失の調整額△210百万円は、各報告セグメントに配分していない全社

費用△203百万円で,セグメント間取引消去△6百万円であります。全社費用は、報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

    ２.セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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（重要な後発事象）

  当第2四半期連結累計期間（自 平成27年4月1日 至 平成27年9月30日）

  当社は、平成27年11月12日の取締役会において当社連結子会社である株式会社セコニック電子の基板実装事業につい

  て撤退することを決議いたしました。

 

  １．事業撤退の理由

   株式会社セコニック電子（以下「本件子会社」という。）では、福島事業所において精密機器製造のほか基板実装

  を主力事業としており、売上規模の拡大を目指してこれまでも実装関連の設備増強や営業部門の強化等を図ってまい

  りましたが、価格競争が激化するなか、基板実装事業は低位な収益を確保するに留まり、新規の設備投資が思うよう

  に出来ない状況が続いております。

   このような状況のなか、当社はあらゆる角度から本件子会社の基板実装事業の方向性に関して検討してきました結

  果、本件子会社は当該事業から撤退し、今後は、基板実装事業以外の精密機器製造関連の事業拡大に経営リソースを

  集中させることが企業価値の向上に適うものと判断いたしました。

 

  ２．撤退事業の概要

  （１）基板実装事業の内容

   ①製造拠点：株式会社セコニック電子 福島事業所

   ②製造拠点所在地：福島県南会津郡下郷町大字沢田字赤岩乙50-2

  （２）基板実装事業の経営成績（平成27年3月期）

    撤退事業(a) 平成27年3月期連結実績(b) 比率(a/b) 

  売 上 高 687百万円 9,035百万円 7.6% 

 

  ３．今後の予定 

   平成27年11月より売却先について検討してまいりますが、現在お取引をしているお客様への影響等を考慮しつつ、

  1年以内を目途として事業撤退することといたします。なお、従業員は他部門へ異動を図り雇用を確保して参りま

  す。

 

  ４．特別損失の計上

   平成28年3月期第2四半期連結累計期間（平成27年4月1日～平成27年9月30日）において、基板実装事業にかかる有

  形固定資産（機械装置等）の減損損失として8百万円、当面の生産計画にもとづき利用見込みの低い棚卸資産（原材

  料）の評価損として148百万円、合計157百万円を事業整理損失として特別損失に計上いたしました。
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